
令和８年度立山町地域公共交通会議（第１回） 次第 

 

 

               日時：令和８年５月 19 日午前 10 時 30 分～ 

               場所：立山町役場３階 大会議室 

 

 

 

１ 議  事 

 

（１）報告事項 

 

第１号 立山町営バスの概要・利用状況等について 

 

 

 

（２）協議事項 

 

第１号 「町営バスＡＩオンデマンド型実証運行事業」の実施について 

 

 

 

第２号 「親子でおでかけ事業」期間中の運賃無料キャンペーンについて 

 

 

 

 

２ その他 

 

 

 



 
 

報告事項第 1 号 

立山町営バスの概要・利用状況等について 

 

１ 設置目的等 

 立山町営バスは、道路運送法第 79 条に基づき登録を受けた「自家用有償旅客 

運送」であり、立山町営バスの設置及び管理に関する条例において「立山町に

おける交通の利便を確保し、住民の福祉向上を図るため」と定めている。 

 

２ 利用料金 

種類 大人 
小・中・

高校生 

障がい者・

その介護者 

15 歳以下の障がい者・その介

護者・妊婦・小学生未満 

運賃 200 円 100 円 

無料 

回数券 

(11 枚綴り) 
2,000 円 1,000 円 

定期券 

(１か月) 

1,500 円 

(65 歳以上・障がい者

及び介護者限定) 

― 

※芦峅寺線のみ 通学定期券（18 歳以上の学生）7,000 円／１か月 を販売 

 

 

３ 運行情報 

路線名 運行日 運行本数 定員 車種 

伊勢屋線 月～土 11 本（土曜は 9本） 36 人 

バス 吉峰線 月～土（第 1,2,4） 10 本 
32 人 

北部循環線 月～金（学校休業日除く） ２本 

利田・大森線 月～金 10 本 14 人 

ワゴン 新川・下段線 月～金 ７本 14 人 

芦峅寺線 月～土 22本（土曜は18本） 10 人 

 

R8.4.1 時点 

R8.4.1 時点 

1
 
/
 
20



（収入） （単位：円）

決算額 備考

定期券・回数券
たてポ 1,277,000

定期券132人（延べ人数）
回数券144人（延べ人数）
（一般123枚、小学生・障害者80
枚、中高生149枚）
交通ポイント・交換ポイント含む

現金 1,312,900

伊勢屋線：281,500円
吉峰線・北部循環線：494,600円

芦峅寺線：253,200円
新川・下段線：153,800円
利田・大森線：129,800円

小計 2,589,900

14,918,000
富山県市町村運行バス路線対策費

運行費補助金：10,398,000円
地域共創型移動サービス推進事業費

補助金：4,520,000円

44,471,721

61,979,621

（支出）

決算額 備考

51,292,243 委託先：富山地方鉄道、アルペン交通、
　　　　　芦峅活性化協議会

伊勢屋線 1,924,985 年間走行距離：48,777km

吉峰線、北部循環線 1,355,641 年間走行距離：51,714km

利田・大森線 1,404,575 年間走行距離：53,121km

新川・下段線 1,027,195 年間走行距離：40,356km

芦峅寺線 688,740 年間走行距離：18,122km

伊勢屋線 368,181 小型EVバス

吉峰線、北部循環線 619,185

利田・大森線 241,450

新川・下段線 396,759

芦峅寺線 46,585

34,590

825,000 車検・故障時の代車

81,730

365,640 3か月点検料、タイヤ脱着手数料等

1,307,122 タイヤ・その他消耗品

61,979,621合計

その他

手数料

町一般財源

富山県補助金

合計

４　令和７年度　町営バス運行事業収支

自動車重量税

自動車損害保険料

運行委託料

代車使用料

燃料費

修繕費

項目

項目

運賃収入
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５　路線別・年度毎乗客数一覧（通学用の利用を含む）



伊勢屋線（ここバス３ごう）

・BYD 電気バス（定員36人）

取得時期：令和６年５月23日
経過年数：２年
車 種：BYD
定格出力：65.00kw
燃 料：電気

◆主に中山間地から主要駅への住民生活・通学の足として運行

令和７年度乗車人数（伊勢屋線）

（単位：人）

計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月月別集計

1,720146136125134117145135132174146156174
伊勢屋→
五百石駅

1,27612510011812386898382111104140115
五百石駅→

伊勢屋

2,996271236243257203234218214285250296289計

1067978977887
1便あたりの

最大利用者数
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吉峰線（ここバス２ごう）

・日野 ポンチョ（定員32人）

取得時期：平成25年3月18日
経過年数：13年
車 種：日野SDG-HX9JLBE
総排気量：5,120cc
燃 料：軽油

◆主に上段地区から主要駅・温泉施設への住民生活の足として運行

令和７年度乗車人数（吉峰線）

（単位：人）

計３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月月別集計

1,988188138136153133188166180171170180185
吉峰→

五百石駅

1,859165144138156133192146142149168162164
五百石駅
→吉峰

3,847353282274309266380312322320338342349合計人数

989889879788
1便あたりの
最大利用者数
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北部循環線（ここバス２ごう）

・日野 ポンチョ（定員32人）

取得時期：平成25年3月18日
経過年数：13年
車 種：日野SDG-HX9JLBE
総排気量：5,120cc
燃 料：軽油

◆主に北部小学校・雄山中学校への通学の足として運行

令和７年度乗車人数（北部循環線）

（単位：人）

計３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月月別集計

3,68826644642540531531034742233336296267
女川新→
五百石駅

49067989951283942820121511
五百石駅→

女川新

4,17833354452445634334938950253348311278計

293031312623311420292630
1便あたりの
最大利用者数
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利田・大森線

・トヨタ ハイエース（定員14人）

取得時期：平成26年2月27日
経過年数：12年
車 種：トヨタCBF-TRH228B
総排気量：2,690cc
燃 料：ガソリン

◆主に利田・大森地区から主要駅や温浴施設への住民生活の足として運行

令和７年度乗車人数（利田・大森線）

計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月月別集計時刻

650686439475460584547535956吉峰行き8:30

317243217312219222826353229五百石駅行き9:40

57175141400111220常願寺ハイツ行き10:47

1382181219491098111611五百石駅行き11:14

16212232131712101412122411塚越行き12:21

472653837474743402039343230吉峰行き12:45

484283433393738384445565240塚越行き13:52

23519229201617121823192634吉峰行き15:09

52544676284373843820453146塚越行き16:16

11200012101220五百石駅行き17:22

3,051300293225314235238235187222269276257計

9136111068961077
1便あたりの
最大利用者数

（単位：人）
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新川・下段線

・トヨタ ハイエース（定員14人）

取得時期：平成27年10月28日
経過年数：11年
車 種：トヨタCBF-TRH228B
総排気量：2,690cc
燃 料：ガソリン

◆主に新川・下段地区から主要駅や温浴施設への住民生活の足として運行

令和７年度乗車人数（新川・下段線）

（単位：人）

計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月月別集計時刻

605575550544556503837535753吉峰行き9:10

8668273689166774718276597350虫谷行き10:11

571514243434951485459425732五百石駅行き11:30

2222虫谷行き※11:49

3131吉峰行き※12:25

17826171519101516101612184吉峰行き13:05

798757263675680595967676370虫谷行き13:36

578464151433955535056464256吉峰行き14:40

229311823182020191518121916虫谷行き15:45

3,878368318313335286351316308329291329334計

89986891176710
1便あたりの
最大利用者数

※4/1～4/14のダイヤ
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芦峅寺線

・日産 キャラバン（定員10人）

取得時期：令和７年１月30日
経過年数：1.5年
車 種：日産3BF-DS8E26
総排気量：2,480cc
燃 料：ガソリン

◆主に芦峅寺集落から最寄り駅への住民生活・通学の足として運行

令和７年度乗車人数（芦峅寺線）

（単位：人）

計３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月月別集計

1,996156122137130127179180232225172180156芦峅寺→千垣

2,448160163152177154232266266242217227192千垣→芦峅寺

4,444316285289307281411446498467389407348合計人数

557556698566
1便あたりの
最大利用者数

9
 
/
 
20



 
 

６ 町営バスの運行の経緯 

年月 内  容 

Ｈ10．10 ・富山地方鉄道バス廃線に伴う代替路線として、町営バス伊勢屋線の運行

を開始。同時に空き時間を活用した吉峰線の運行も開始（富山地方鉄道

㈱へ委託）。 

Ｈ13．７ ・交通空白地域の解消に向け、コミュニティバスの試験運行を開始。新規

路線としてバス車両をリースし、バス２台で新川線、利田線及び大森線

を追加し５路線を運行開始。 

Ｈ14．７ ・立山町営バスの設置及び管理に関する条例を施行。 

・車両を新規購入（県補助１／３）し、新川線と利田線、大森線の本格運

行を開始。 

Ｈ17．４ ・小中学生の通学支援のため現行路線を次の４路線５系統に変更。 

１ 北部循環支線（左回り・右回り） ※新川線及び利田線を統合 

２ 西部循環線 ※ 大森線をグリーンパーク吉峰まで延長  

３ 伊勢屋線 ４ 吉峰線 

Ｈ18．12 ・町有ワゴン車を利用し、予約制乗合ワゴン（利田線・新川線・大森線 計

３路線。運行前日まで要予約。）の実験運行を開始（タクシー事業者へ委

託）。 

Ｈ19．５ ・実験運行の結果を受け、乗合タクシー実験運行への移行を検討。 

７ ・タクシー車両を使用し、予約制乗合タクシーの実験運行を開始（事業主

体はタクシー事業者へ変更）。 

Ｈ20．10 ・予約制乗合ワゴンを廃止。定時定路線運行への移行として、おでかけワ

ゴンの運行を開始（直営）。 

Ｈ21．１ ・富山地方鉄道㈱との協調事業として、町内在住の 63 歳以上の高齢者及び

身体障害者手帳を所持する方を対象とした１か月定期券（1,500 円）及び

３か月定期券（4,500 円）（名称：立山町民お気軽パス）の発行を開始。 

10 ・住民からの要望により、利田線、大森線の統合と新川線の下段経由への

変更を実施し、２路線をグリーンパーク吉峰まで延長。併せて、ダイヤ

を改正。 

Ｈ22．４ ・伊勢屋線用車両１台をノンステップバスへ入替え（愛称：ここバス（公募））。 

Ｈ23．２ ・みらいぶ建設工事に伴い、一部路線を変更。 

８ ・市町村運営有償運送及び市町村福祉輸送事業の更新を申請（３年ごと）。 

Ｈ24．４ ・住民からの要望により、吉峰線、利田・大森線及び新川・下段線のダイ

ヤを改正。 

・富山地方鉄道バス廃線に伴い、車両（トヨタハイエース）を新規購入し、

町営バス芦峅寺線の運行を開始。 
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Ｈ24．６ ・住民からの要望により、おでかけワゴン２路線のダイヤを再改正。町元

気交流ステーションオープンにより、変更していた一部路線を復元。 

Ｈ25．３ ・吉峰線・北部循環支線兼用車両１台をノンステップバスへ入替え（愛称：

ここバス２号）。また、伊勢屋線用バス車両の愛称を「ここバス１号」へ

変更。 

Ｈ25．７ ・五百石地内で営業していた銭湯「八幡湯」の休業に伴う入浴困難者への

対応として、一部対象者への「運賃１／２減免」を開始。 

Ｈ25．12 ・富山地方鉄道立山線のダイヤ改正に伴い、伊勢屋線、吉峰線、北部循環

支線及び芦峅寺線の時刻表を改正。 

Ｈ26．４ ・グリーンパーク吉峰行き無料送迎バスの運行終了に伴う代替措置として、

吉峰線の増便（＋１便）とおでかけワゴン２路線の運行日を「週５日（従

前：週２日）」へ拡大。利田・大森線用車両１台を新規購入。 

・入浴困難者への対応として、利田・大森線への「湯めごこち」バス停の

新設と一部対象者への運賃の「免除（従前：１／２）」を開始。 

・中学生回数券の発行（販売）を開始。 

・一般定期券販売対象年齢を「満 64 歳」へ引上げ。 

Ｈ26．８ ・町地域公共交通会議を経て、「北部循環線（従前：北部循環支線）」へ名

称変更。 

・市町村運営有償運送及び市町村福祉輸送事業の更新を申請（３年ごと）。 

Ｈ27．４ ・一般定期券販売対象年齢を「満 65 歳」へ引上げ。 

Ｈ27．11 ・新川・下段線用車両１台を入替え。 

Ｈ28．３ ・富山地方鉄道立山線のダイヤ改正に伴い、６路線６系統のダイヤを改正。 

Ｈ28．10 ・ルート変更と利田・大森線（＋５便）、新川・下段線（＋３便）の増発を

実施。 

Ｈ29．２ ・回数券のバス車内発行を開始。 

Ｈ29．３ ・富山地方鉄道立山線のダイヤ改正に伴い、４路線４系統のダイヤを改正。 

Ｈ31．３ ・富山地方鉄道立山線のダイヤ改正に伴い、４路線４系統のダイヤを改正。 

Ｒ1．10 ・「たてポカード」ポイントを町営バス運賃へ利用開始。 

・運転免許証を持たない高齢者又は障害者手帳所有者の申請者に対し、「た

てポカード」へ毎月 2,000 交通ポイントの付与を開始。 

Ｒ1．11 ・富山県内の民営バス・コミュニティバスの位置情報がわかるインターネ

ットサイト「とやまロケーションシステム」に参加。 

Ｒ２．８ ・市町村運営有償運送及び市町村福祉輸送事業の更新を申請（３年ごと）。 

Ｒ３．４ ・北部循環線ダイヤ変更。「雄山中学校前」バス停を廃止し、「教育センター

前」バス停へ統合。 

・「庚申塚」バス停廃止し、「交流館前」へ新設。 
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・伊勢屋線始発バス停を伊勢屋から白岩へ変更。「埋蔵文化財センター口」を

「谷口」へ名称変更。 

Ｒ４．４ ・中学生以下の障がい者、介護者、妊婦の運賃無償化 

・新川下段おでかけワゴン路線延長（虫谷・谷口東・四谷尾新設）  

・利田大森おでかけワゴン路線追加（下利田・中央体育センター新設）  

・地鉄へ全線委託（直営のおでかけワゴン２路線を委託へ） 

Ｒ５．４ ・吉峰線路線延長（上中新設、ゆいぱる上東口廃止） 

・伊勢屋線路線延長（総合公園・野沢新設、金剛新移動） 

・新川下段おでかけワゴン路線延長（大阪屋ショップ・中央体育センター経由） 

Ｒ５．４ ・利田大森おでかけワゴン路線延長（横江野開口・東中野新新設） 

・名称変更（「下利田」を「シマヤ立山店・ジョーシン立山店」に変更） 

Ｒ５．９ ・市町村運営有償運送及び市町村福祉輸送事業の更新を申請（３年ごと）。 

Ｒ６．４ ・名称変更（「おでかけワゴン」を「線」へ） 

・利田大森おでかけワゴン路線延長 

（栃津口を移設後「宮路東」へ、「下田東」新設） 

・新川下段おでかけワゴン路線変更（「五百石」廃止、「五百石１区」新設） 

・中学生、高校生の運賃を200円から100円に、回数券料金を1,500円から1,000

円に変更し、通学定期券（芦峅寺線のみ）対象者を満15歳以上の学生から満

18歳以上の学生に変更する。  

・利田大森線、新川下段線、芦峅寺線をアルペン交通㈱へ運行委託。 

  ６ ・小型電気バス購入 

  ８ ・小型電気バス伊勢屋線一部運行開始 

Ｒ６.10

～R7.３ 

・芦峅寺線デマンド運行を試験的に運行（観光は10月中旬～11月中旬実施） 

・この結果、地元住民の声により定時定路線での運行を継続することとなる。 

Ｒ７．２ ・芦峅寺線用車両（日産キャラバン）を新規購入。 

Ｒ７．４ ・芦峅寺線を地元団体（一社）芦峅活性化協議会へ委託。「KOTELO」新設。 

・伊勢屋線路線変更（野沢・金剛新移設後、比較的広い路線へ変更）及びダイ

ヤ変更（①五百石駅行き第2便を「伊勢屋」発から「白岩」発へ、②平日の

伊勢屋行き最終便が「伊勢屋」着から「総合公園」着へ） 

・北部循環線ダイヤ変更（学校休業日を運休日へ変更） 

７ ・町営バス運行体系見直し検討業務をNiX JAPAN㈱へ委託。 

12 ・地鉄電車ダイヤ減に伴い、冬季のみ、芦峅寺線の一部の便の終点を岩峅寺ま

で延伸 
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協議事項第１号 

「町営バスＡＩオンデマンド型実証運行事業」の実施について 

 

１ 内 容 

 町営バスの利用者の様々なニーズに応じた運行に向け、事前予約制の乗合バスの実証

運行を行う。 

 

 ※ＡＩオンデマンド運行（予約型運行）とは 

 ・利用したい人が「予約」を行い、その予約に応じて車両を配車する仕組み。 

 ・出発地・時刻、経由地・時刻、到着地・時刻が決まっていたこれまでの町営バスと

は異なり、出発地・時刻と到着地・時刻を予約すれば、ほかの人の予約と組み合わ

せて最適な経路をＡＩが選択し、その経路を車両が運行するもの。 
 

 路線バス AI オンデマンド運行 タクシー 

運行路線 既定路線のみ運行 

（ダイヤ通りの運行） 

どこでも自由に運行 

（AI が最適ルートを

自動生成） 

どこでも自由に運行 

予 約 予約不要 電話やアプリで事前

に予約 

必要に応じて予約 

時 刻 表 あり なし なし 

乗降場所 バス停 専用の乗降ポイント どこでも可 

 

２ 現行の町営バスの課題と本事業の実施により期待する効果 
 

課題 効果 

財政負担の増加 少ない車両台数を効率的に運行することで、財

政負担を軽減 

過度なサービスの提供、利用状況

のミスマッチ 

予約制の導入により、利用者のいない便を削減 

利用者減少、少子高齢化への対応 路線に縛られない柔軟なルート設定が可能と

なり、多様なニーズに対応 

運転手不足、厳しい事業環境への 

対応 

車両の小型化により、運転手の資格要件が緩

和、事業者の新たな事業収入の確保 

 

３ 期 間 

 令和８年 10 月中旬から令和９年３月 31 日まで（予定） 
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参考：富山地方鉄道運賃  横江⇔寺田(片道740円)
横江⇔下段(片道480円) 横江⇔五百石(片道600円) 横江⇔田添(片道600円)
寺田⇔下段(片道360円) 寺田⇔五百石(片道360円) 寺田⇔田添(片道240円)

町営バスデマンド運行利用料金（案）・・・各エリア及び２エリアまでの運行　500円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３エリアの運行(200円増額)　　　 700円

町営バスデマンド運行エリア北エリア

中央エリア

町営バスデマンド運行エリア

南エリア

田添駅

五百石駅

寺田駅

下段駅

横江駅
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協議事項第２号 

「親子でおでかけ事業」期間中の運賃無料キャンペーンについて 

 

１ 内 容 

 今年度も実施を予定している「親子でおでかけ事業」において、立山町営バスの大人

運賃 200 円のところ、期間中、こどもと一緒に利用した保護者を対象に立山町営バスの

運賃を無料とする。 

 

２ 期 間 

 親子でおでかけ事業期間中（令和８年度の期間は未定） 

 ※令和７年度事業期間：７月 19日（土）～８月 31 日（日） 

 

【親子でおでかけ事業について】 

県内 15 市町村で夏休み期間中に実施している、公共交通機関の利用を促す事業。 

目的：公共交通利用の啓発、子育て支援 

内容：期間中に親子で公共交通機関を利用すると、こどもの運賃が無料になる。 

こどものみでの利用は不可。保護者１人につき、こども３人まで利用可能。 

 

（参考１）昨年度の「親子でおでかけきっぷ」 

 

（参考２）「親子でおでかけきっぷ」が利用可能となる、主な公共交通機関 

  富山地方鉄道（鉄道本線、鉄道不二越・上滝線、鉄道立山線、市内軌道、地鉄路線

バス） 

  各市町公営コミュニティバス（滑川市コミュニティバス「のる my car」、上市町

営バス、立山町営バス、入善町営バス「のらんマイ・カー」など） 

表 
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ＡＩオンデマンド運行とは 
 

 

A さん C さん 

内 

科 

C さん 

B さん 

A さん 

11 時 00 分に
役場へ行きたい 

□□公民館
停留所 

  

 

2 人で乗り合わせ 

コールセンターへ電話
またはネットで予約 

利用者の予約に応じてＡＩが選択した効率的なルートで、停留所から停留所までを運行する 
ものです。 

【利用方法】 
 

手順１ 希望する乗車・降車停留所と日時を電話又はインターネットで予約 

     （AI が経路などを計算し、乗車時間・降車時間を設定） 

手順２ 予約した日時に停留所で乗車 

手順３ 車内で運賃を支払い、予約した停留所で降車 

B さん 

●●公園 
停留所 

10 時 45 分に 
スーパーへ行きたい 

10：30 に内科を出
るのでその後に役場
へ行きたい 

 

★★内科 
停留所 

〇〇スーパー 
停留所 

役場停留所 

3 人で乗り合わせ 

20260511 立山町住民課 

A さん・B さん・C さんの予約内容により 
AI が選択した経路 
 

①A さんが□□公民館で乗車 

②B さんが●●公園で乗車 

③C さんが★★内科で乗車 

④B さんが〇〇スーパーで降車 

⑤A さんと C さんが役場で降車 



令和８年度立山町地域公共交通会議委員名簿

（ 敬称略）

№ 区　分 所　属 役　職 氏　名 備　考

1 行政 国土交通省北陸信越運輸局富山運輸支局
首席運輸企画専門
官（ 輸送・ 監査） 桑原　 　 健

2 行政 富山県交通政策局地域交通・ 新幹線政策室 室長 島田　 太樹 代理出席： 交通戦略企画
課長　 黒﨑　 勇一

3 公安委員会 富山県上市警察署地域交通課 課長代理 七澤　 拓真 代理出席： 交通企画送致
係長　 若田　 浩志

4 団体 公益社団法人富山県バス協会 専務理事 福澤　 　 聡

5 団体 富山県タ ク シー協会 専務理事 高田　 順一

6 労働組合 富山県交通運輸産業労働組合協議会 議長 金山　   剛 欠席

7 交通事業者 富山地方鉄道株式会社自動車部運行管理課 課長 奥村　 　 大

8 交通事業者 旭自動車株式会社 代表取締役 駒井周一郎

9 交通事業者 アルペン 交通株式会社 代表取締役 梶原　 仁嗣
代理出席： 総務課長　
宮本　 　 武

10 交通事業者 立山交通合資会社 代表社員 高田　 英司

11 住民 五百石地区振興会 会長 浦田　 恒市 欠席

12 住民 下段自治振興会 会長 田村　 　 淳

13 住民 高野地区区長会 会長 橋本　 勝博

14 住民 大森自治振興会 会長 中川　 清範

15 住民 利田地区自治振興会 会長 岡田　 健治

16 住民 上段自治振興会 会長 澤崎　 義隆

17 住民 東谷地区自治振興会 会長 白石　 　 寛 欠席

18 住民 釜ヶ 渕振興会 会長 山形　 　 隆

19 住民 立山地区区長会 会長 安川　 一雄 欠席

20 住民 芦峅寺自治会 総代 佐伯　 　 整

21 住民 新川地区区長会 会長 太田　 義隆

22 利用者 立山町小学校長会
会長（ 立山町立立
山中央小学校長） 高野　 力郎

23 利用者 立山町立雄山中学校 校長 鹿熊　 康成 欠席

24 利用者 立山町教育委員会教育課 課長 作田　 英信
代理出席： 課長補佐　
寳田　 裕美

25 行政 立山町 副町長 野中　 順史

行政 立山町住民課 課長 林　 　 弥生

環境安全係長 那智　 美香

主任 浦田　 亮佑

主事 本吉知佳子

行政 立山町企画政策課 課長 瀬本　 紀子

まち づく り 係長 栁田　 陽一

主任 耕作　 綾乃

事
務
局



日　時　令和８年５月19 日（火）　10 ：3 0 ～

場　所　立山町役場３階　大会議室　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

新川地区

立山町小学校長会

釜ヶ渕地区 ○ ○ 立山町教育委員会教育課

上段地区 ○ ○

アルペン交通株
式会社

富山県バス協会

下段地区

高野地区

○

富
山
地
方
鉄
道
株
式
会
社

令和８年度立山町地域公共交通会議　座席表

上
市
警
察
署

富
山
運
輸
支
局

会
長

富
山
県

○

○ ○

利田地区 ○ ○

大森地区 ○ ○ 芦峅寺集落

旭
自
動
車
株
式
会
社

立
山
交
通
合
資
会
社

富
山
県
タ
ク
シ
ー
協
会

入
り
口

事務局


